
 

                         
 

  

 

 

                  

 
       

 

令
和
四
年
の 

新
春
を
迎
え 

さ
せ
て
い
た
だ
い
て 

（
教
会
長
） 

令
和
四
年
、
立
教
百
六
十
三
年
、
教
祖

様
百
三
十
九
年
、
甘
木
親
教
会
布
教
百
十

八
年
、
加
治
木
教
会
布
教
七
十
一
年
の
新

春
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

令
和
二
年(

二
〇
二
〇
年)

一
月
に
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
国
内
で
初
め
て

確
認
さ
れ
、
お
道
で
も
御
本
部
を
は
じ
め

甘
木
親
教
会
、
そ
し
て
加
治
木
教
会
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
感
染
対
策(

密
集･

密
接･

密
閉

を
さ
け
る
）
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ち
ょ
う
ど
二
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。 

少
し
ず
つ
鎮
静
化
は
し
て
い
る
も
の
の
、

海
外
で
は
ま
だ
ま
だ
で
、
国
内
で
も
い
つ

感
染
者
が
増
え
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

こ
と
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
不
安
定
な
世
の
中
だ
か
ら

こ
そ
、
人
も
社
会
も
助
か
り
立
ち
行
く
こ

と
が
で
き
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

教
祖
様
が
お
現
わ
れ
に
な
ら
れ
た
の
は
、

幕
末
の
変
革
期
で
、
大
変
に
先
行
き
不
安

な
社
会
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 



令和４年  １月                      いっしん 

 

- 2 - 
 

今
の
社
会
も
、
そ
こ
ま
で
の
変
革
期
で

は
な
い
よ
う
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、
世
界
的
に
不
安

定
な
社
会
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
こ
そ
、
世
界
・

人
類
が
向
か
う
べ
き
方
向
を
も
お
示
し
く

だ
さ
っ
て
あ
る
、
こ
の
お
道
の
、
教
祖
様

の
み
教
え
、
天
地
の
親
神
様
の
思
し
召
し
、

先
覚
先
師
の
お
示
し
下
さ
れ
た
道
の
歩
み

方
を
、
改
め
て
頂
き
直
し
、
日
常
生
活
の

中
で
見
直
し
現
し
直
し
て
、
助
か
り
立
ち

行
く
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き
続
け

て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
よ
う
な
中
に
、
私
ど
も
は
、
お
か

げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
令
和
四
年
の

新
年
を
何
と
か
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

こ
れ
も
、
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
さ
ら
に
大

切
な
信
心
の
あ
り
方
と
し
て
は
「
と
て
も

人
間
の
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
広
大
な

お
か
げ
を
頂
い
て
、
生
か
さ
れ
て
生
き
て

い
る
、
そ
の
ご
恩
を
知
る
こ
と
」
に
努
め

「
親
神
様
の
偉
大
な
る
御
神
徳
に
報
い
奉

る
」
こ
と
が
で
き
「
神
も
助
か
り
氏
子
も

立
ち
行
く
」
こ
と
の
で
き
る
「
あ
い
よ
か

け
よ
」
の
「
神
代
の
実
現
」
を
真
に
現
わ

せ
て
行
け
る
、
信
心
の
稽
古
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

本
年
も
共
々
に
、
元
気
な
心
と
体
で
、

万
事
に
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

行
き
ま
し
ょ
う
。 
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加
治
木
教
会 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

仕
え
ら
れ
る 

 

尊
い
天
地
の
お
恵
み
・
お
働
き
に
恵
ま

れ
、
今
年
も
田
畑
に
野
に
山
に
海
に
川
に

と
、
穀
物
・
野
菜
・
果
物
と
万
物
を
育
み

お
与
え
下
さ
り
お
恵
み
く
だ
さ
い
ま
し
た
、

そ
の
よ
う
な
季
節
を
迎
え
て
、
十
一
月
二

十
八
日(

日)

に
加
治
木
教
会
で
は
、
生
神
金

光
大
神
様
の
御
大
祭
を
仕
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭
を
共
々
に
お
仕

え
し
、
生
神
金
光
大
神
様
を
お
迎
え
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
心
持
ち
を
も
っ
て
御
礼
申

し
上
げ
、
さ
ら
に
、
親
神
様
と
人
と
の
関

係
を
わ
か
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
親
神
様
と

心
を
か
よ
い
合
わ
せ
る
信
心
と
な
ら
せ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
た
び
は
、
大
口

教
会
長
安
武
秀
信
先
生
を
お
迎
え
し
て
祭

典
後
の
ご
教
話
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

ご
教
話
で
は
、
大
口
教
会
で
の
青
年
信

徒
が
、
親
か
ら
引
き
継
い
だ
事
業
を
整
理

し
て
行
く
上
で
、
自
暴
自
棄
に
な
り
か
け

た
時
に
、
子
供
の
頃
か
ら
お
引
き
寄
せ
い

た
だ
い
て
い
た
教
会
で
、
お
取
次
ぎ
を
頂

き
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
問
題
を
丁
寧
に
ご

教
導
い
た
だ
き
、
十
年
を
か
け
て
、
家
庭

的
に
助
か
り
立
ち
行
く
こ
と
が
で
き
、
社

会
に
も
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
お
繰
り
合
わ

せ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
信
心
の
歩

み
を
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。 

若
者
が
、
困
難
に
当
た
り
、
お
取
次
ぎ

を
頂
い
て
信
心
に
努
め
進
め
て
行
く
こ
と

の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

教
話
の
Ｃ
Ｄ
は
、
希
望
者
に
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
信
心
の
研
修
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
家
庭
や
車
の
中
な
ど
で
何
度
も

聴
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
信
心
の
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

教
話
の
Ｃ
Ｄ
を
希
望
さ
れ
る
方
は
教
会

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 
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※
チ
ャ
レ
ン
ジ
項
目

こ
う
も
く

の
三 み

っ

つ
以
上

い
じ
ょ
う 

で
き
た
ら
、
大
人

お

と

な

が
シ
ー
ル
を 

貼 は

っ
て
あ
げ
ま
し
た
。 
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          あ
し
あ
と 

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

12
月 

…
…
…
… 

１
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
金
）
●
甘
木
親
教
会
御
大
祭 

８
（
水
）
連
布
教
協
議
会(

加
治
木

教

会)
 

10
時
半 

９
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
金
）
●

生
神
金
光

大

神

様 

月 

例 

祭 

10
時
半 

12
（
日
）
御
本
部
布
教
功
労
者
報
徳
祭
（

参
拝
は

未

定

） 

金
光
鑑
太
郎
君
三
十
年
祭 

21
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

29
（
水
）
清

掃

御

用  

10
時 

30
（
木
）
●
越 

年 

祭  

13
時
半 

  
 

 

感 

詠 
 

教 

会 

長 
 

 

は
や
師
走
あ
れ
も
こ
れ
も
と
年
末
の 

残
務
を
数
え
心
忙
し 

 

難
も
な
く
努
力
苦
労
も
な
き
こ
と
は 

進
歩
の
な
き
と
言
え
は
せ
ぬ
か
と 

 

寒
中
に
修
行
の
心
抱
き
つ
つ 

朝
の
勤
め
に
励
み
恪
し
み 

 

声
高
に
喋
り
て
自
転
車
こ
ぐ
娘
ら
は 

異
国
の
言
葉
な
に
か
話
し
て 

 

室
内
が
十
度
を
切
る
朝
多
く
な
る 

一
年
ご
と
に
身
に
染
み
わ
た
る 

 

六
十
二
還
暦
過
ぎ
て
故
障
あ
る 

こ
の
年
ま
で
も
命
賜
り 

 

末
々
も
助
か
る
ほ
ど
に
育
て
た
き 

神
の
願
い
を
た
れ
そ
知
る
な
む 

 
 

 

ご
霊
神
様
の  

 
 

  

お
立
日 

一
月 

中
村
宗
吉 

之

霊

神

（
４
日
）
昭
和
61
年 

松
田
常
衛
門
之

霊

神
（
４
日
）
大
正
９
年 

中
村
正
義 

之

霊

神

（
５
日
）
昭
和
21
年 

内
村
ハ
ル
エ 

之

霊

神

（
６
日
）
昭
和
59
年 

有
馬
幸
子 

之

霊

神

（
９
日
）
平
成
16
年 

西
本
五
男 

之

霊

神

（
11
日
）
平
成
15
年 

濱
口
マ
ツ
エ 

之

霊

神
（
11
日
）
平
成
27
年 

濱
口
勝
次 

之

霊

神
（
11
日
）
昭
和
27
年 

前
田
正
蔵 

之

霊

神

（
13
日
）
昭
和
39
年 

瀬
戸
セ
ミ 

之

霊

神

（
14
日
）
昭
和
56
年 

小
屋
敷 

勝 

之

霊

神

（
14
日
）
平
成
１
年 

信
國
鈴
子 

之

霊

神

（
20
日
）
平
成
５
年 

中
島
ふ
さ 

之

霊

神

（
20
日
）
平
成
16
年 

福
山
瑞
枝 

之

霊

神

（
20
日
）
平
成
21
年 

瀬
戸
俊
子 

之

霊

神
（
23
日
）
平
成
27
年 

柳
園
義
男 

之

霊

神

（
24
日
）
昭
和
８
年 

本
中
野
イ
セ
マ
ツ 

之

霊

神

（
25
日
）
昭
和
59
年 

岡
山
エ
ク 

之

霊

神

（
25
日
）
平
成
20
年 

桐
野
仲
助 

之

霊

神

（
27
日
）
昭
和
21
年 

瀬
尾 

清 

之

霊

神

（
27
日
）
昭
和
41
年 

 

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・
幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お
働
き

あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、
霊
前
で
の
玉

串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。  
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一
月 

三
日(

月)
 

甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

 

 

一
月
九
日(
日)
十
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

少
年
少
女
会 

鏡
開
き
・
七
草 

※
お
か
が
み
餅
を
焼
い
て
の
ぜ
ん
ざ
い
と 

七
草
た
こ
焼
き
を
作
り
ま
す
！ 

 

一
月
十
日
（
祝
）
十
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

月
例
祭
に
併
せ
て 

成
人
感
謝
祭  

奉
仕 

※
成
人
者
、
玉
串
奉
奠
・記
念
品
授
与
。 

 

一
月
二
十
三
日(

日)

十
時
半
よ
り 

鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会 

定 

期 

総 

会 

※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
一
教
会
、
教
師
一
名
、

信
徒
一
名
の
限
定
出
席
で
開
催
。 

教 

会 

行 

事 

令
和
四
年 

…
… 

１
月 

…
…
…
… 

１
（
祝
）
●
元 

日 

祭 
 

正
午 

２
（
日
）
※
光
風
館
予
約
日  

10
時 

３
（
月
）
甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

８
（
土
）
清

掃

御

用    

10
時 

９
（
日
）
★
少
年
少
女
会｢

鏡
開
き｣

10
時
半 

10
（
祝
）
●
月
例
祭･

成
人
感
謝
祭
10
時
半 

14
（
金
）
連
合
会
執
行
部
会(

上
荒
田 

教
会
に
て)

 10
時
半 

21
（
金
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
土
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

23
（
日
）
連
合
会
定
期
総
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て)

10
時 

31
（
月
）
清

掃

御

用    

10
時 

《
未
定
行
事
》
青
年
会
・
若
婦
人
会 

 
「
改
ま
り
の
願
い
」(

加
治
木
教
会)

 
 

自
己
中
心
の
信
心
か
ら 

 

親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
に
、 

 

親
神
様
を
使
う
信
心
か
ら 

 

親
神
様
に
お
喜
び
い
た
だ
き 

ご
安
心
い
た
だ
き 

ご
信
用
い
た
だ
く
信
心
に
、 

 

お
か
げ
を
信
じ
る
信
心
か
ら 

 

親
神
様
・
ご
神
慮
を
信
じ
る
信
心
に
、 

 
 
 
 

改
ま
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。 

      

 
  

…
… 

２
月 

…
…
…
… 

１
（
火
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

４
（
金
）
甘
木
親
教
会
初
代
立
日 

９
（
水
）
清
掃
御
用 

10
時
半 

10
（
木
）
●
月
例
祭(

祭
典
の
み)

10
時
半 

  

〃 
 

祭
典
後 

清
掃
御
用 

11(

祝･

金)

●
加
治
木
教
会
報
徳
祭 

17
（
木
）
●
甘
木
親
教
会 

報
徳
祭
11
時 

18
（
金
）
甘
木
親
教
会｢

同
釜
会｣

 

21
（
月
）
清
掃
御
用 

10
時
半 

22
（
火
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

28
（
月
）
清
掃
御
用 

10
時
半 

      


